
決 算 報 告 書

第８期

ミイダス株式会社

自 2025年４月１日

至 2026年３月31日



ミイダス株式会社 第８期

（2026年３月31日現在）

(単位:千円)

科　目 金　額 科　目 金　額

現金及び預金 634 短期借入金 3,680,650 

売掛金 142,866 未払金 441,708 

前払費用 117,293 未払費用 60,788 

未収入金 354,515 未払法人税等 930 

その他 10,953 未払消費税等 105,682 

貸倒引当金 △ 4,529 契約負債 2,078,245 

預り金 15,120 

賞与引当金 250,673 

建物 12,648 その他 14,371 

工具器具備品 837 

株式給付引当金 63,423 

ソフトウェア 1,932,552 役員株式給付引当金 5,561 

長期前払費用 15,665 

繰延税金資産 382,231 

その他 10,996 

貸倒引当金 △ 996 

資本準備金 50,000 

その他利益剰余金 △ 3,841,488 

繰越利益剰余金 △ 3,841,488 

貸　借　対　照　表

（資産の部） （負債の部）

流動資産 621,733 流動負債 6,648,171 

固定資産 2,353,935 

　有形固定資産 13,485 

固定負債 68,984 

　無形固定資産 1,932,552 

　投資その他の資産 407,896 負債合計 6,717,156 

（純資産の部）

株主資本 △ 3,741,488 

　資本金 50,000 

　資本剰余金 50,000 

　利益剰余金 △ 3,841,488 

純資産合計 △ 3,741,488 

資産合計 2,975,668 負債・純資産合計 2,975,668 



個 別 注 記 表

ミイダス株式会社

自　2025年４月１日

至　2026年３月31日

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

　　（１）．固定資産の減価償却方法

　　有形固定資産

定額法を採用しております。

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物 10年

工具器具備品 ４年

　　無形固定資産

定額法を採用しております。

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

自社利用のソフトウェア ５年

　　（２）．引当金の計上基準

　①　貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、

貸倒懸念債権等特定の債権については個別に

回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

　②　賞与引当金

従業員の賞与支給に備えるため、将来の支給見込額のうち当期負担分を計上しております。

　③　株式給付引当金

株式交付規程に基づく当社従業員への当社グループ株式の交付に備えるため、

当事業年度末における株式給付債務の見込額に基づき計上しております。

　④　役員株式給付引当金

株式交付規程に基づく当社取締役への当社株式の交付に備えるため、

当事業年度末における株式給付債務の見込額に基づき計上しております。

　　（３）．収益の計上基準

当社と顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当該履行義務を充足する通常の時点

は以下の通りであります。

　・　ミイダス利用料

　採用・転職サービス「ミイダス」を運営し、採用企業及び求職者へ当該プラットフォームを提供することで

　顧客よりサービス利用料を得ています。

　これらのサービスは、顧客との契約に基づいてサービスを提供する履行義務を負っております。

　当該履行義務は時の経過につれて充足されるため、当該契約期間に応じて均等按分し、収益を認識しております。

２．株主資本等変動計算書に関する注記

当事業年度末における発行済株式の種類及び株式数

普通株式数 501 株

３．減損損失に関する注記

当社は以下の資産グループについて減損損失を計上しました。

事業の収益性の低下などの減損の兆候が認められたため、当該資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、減損損失を計上した

ことによるものです。

（単位：千円）

用途 場所 種類 金額

採用・転職サービス事業 本社 ソフトウェア 754,020

４．当期純損益金額

　　　当期純損失額 △1,336,495,356円


